
五島 ジオパーク 

 

ジオパークとは？ 

ジオパークとは、ユニークな地質学的遺産を持つ地域や景観のことで、地球の歴史の一部を物語っ

ている。ジオパークは、生態系保護、一般教育、持続可能な開発などを目的として維持管理されて

いる。自然保護に主眼を置く国立公園とは異なり、ジオパークは、自然史と文化史がどのように交わ

るかに焦点を当て、より広い視野に立っている。ジオパークは、ユニークな景観の一部として発展して

きた地域のアイデンティティ、歴史、物質的遺産の変遷を探る機会を提供する。特に気候変動や気

象災害が新たな課題となる中、こうした貴重な場所を開発・保護するための長期的な公共的、政

治的、財政的支援には、観光が不可欠である。 

 

五島列島ジオパークはどこにあるの？ 

五島列島は長崎県の一部で、日本列島の南西端に位置する。この地域には約 150 の島があり、

その多くは無人島だが、「五島」の名が示すように、主要な島が 5 つある：福江島、奈留島、久賀

島、若松島、中通島である。 

政府は、下五島と呼ばれる島々の南部をジオパークに指定した。福江島、奈留島、久賀島、そして

その周辺の小さな島々が含まれる。 

 



五島の何が特別なのか？ 

文化的にも地質学的にも、五島列島はユーラシア大陸への架け橋である。 

五島列島は、日本列島が大陸から分離した最後の地域で、2200万年から 1700万年前の比較

的最近のことである。 

険しい崖から農家の畑まで、いたるところに地殻変動や火山の力で形成された痕跡が見られ、これ

ほど小さな面積で地質の多様性を主張できる場所はほとんどない。 

アジア本土に近い島々は、文化的・経済的交流の場でもあった。8 世紀、福江は遣唐使が海路で

中国へ向かう最後の中継地だった。仏教の修行を含め、彼らが持ち帰った思想の多くは、今日でも

日本文化の中心となっている。島々は、19 世紀まで東シナ海の海上貿易の重要な玄関口であり

続けた。 

人里離れた岩だらけの海岸線は、17 世紀から 19 世紀にかけてキリスト教が非合法化された際に

地下に潜ることを余儀なくされた、いわゆる「隠れキリシタン」の隠れ家にもなった。今日、この多様な

宗教史の証拠は、独特の民族舞踊、神道の祭り、仏教の影響を受けたキリスト教の実践など、さま

ざまな遺産として残っている。 

五島はまた、温帯種、亜熱帯種、熱帯種が混在する生態系世界の架け橋でもある。東シナ海の

端、深い沖縄トラフと暖かい対馬海流の間に位置する五島は、日本、アジア大陸、インド太平洋の

動植物が見られる数少ない場所のひとつである。 


